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職員人事異動

　
厳
し
い
財
政
状
況
を
受

け
、
職
員
数
の
削
減
に
努
め

る
中
、
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
目
指
し
て
4
月
1

日
に
人
事
異
動
を
行
い
ま

し
た
。
よ
り
個
々
の
力
が
求

め
ら
れ
て
い
る
今
、
8
人
の

新
戦
力
を
加
え
、
新
た
な

体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
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※
事
業
統
合
に
伴
い
、
水
道
課
は「
田
川
広
域
水
道
企
業
団
福
智
事
務
所
」　に
所
属
変
更

退
職

異
動

昇
格

地元の学校を卒業してすぐに入
庁しました。仕事を早く覚え、
気軽に相談してもらえる関係
を築いていきたいです。

大学や前職で、長く福祉に関
わってきました。懇切丁寧な対
応で、一人ひとりとの関
わりを大切にしたいです。

コツコツと地道に取り組む姿勢
が持ち味だと思っています。日々
の経験や努力を積み重ね、信頼
される職員を目指します。

覚えることも多いですが、公
民館講座などを通して町民
のみなさんとともに学び、成
長していきたいと思います。

「誠実・丁寧なサービスの提供」
をモットーに、住民の皆さん
が笑顔で手続きを終えられる
ような対応を心がけます。

福智町職員の温かく手厚い対応
が入庁のきっかけです。思いやり
と笑顔を忘れず、住民の心に寄り
添った仕事がしたいです。

学校職員として、子どもたちが進
学や就職で町を離れてもまた戻っ
てきたくなる、その思い出づくり
をサポートできればと思います。

大阪府で10年行政職員を勤めてい
ました。今までの経験を生かしつ
つ、向上心を忘れずに何事にも
積極的に取り組みたいです。
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係

４←昇格・派遣・新規採用職員に黒土町長職務代理者が辞令を交付。（行政機構図順で掲載）
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小林 麻鈴紫 千大藤野 さおり森 由依 太田 宜孝 矢津田 典子

入江 敦美松島 惇仁

「自然増減」と「社会増減」

口の推移には、２つの指標
があります。出生数と死亡

数の差が表すのが「自然増減」、転
入と転出の差が表すのが「社会増
減」です。人口減少に歯止めをかけ
るには、この２つに対して同時に対
策を進めていく必要があります。

　少子高齢化の影響で福智町の人
口は減少傾向にある中、社会増減
が昨年初めて増加に転じました。こ
れは新築住宅への助成事業などの
定住政策の実施、「福智スイーツ大
茶会」の開催や特産品開発をはじめ
とするＰＲや地域ブランド化などの
取り組みが一定の効果をあげ、人
口の流出を食い止めることができて
いると言えます。一人ひとり
がより住みやすいまちを目指

し、これからも新しい
体制で進み続けます。

人

0
-50

-100
-150
-200

 Ｈ 24  Ｈ 25  Ｈ 26  Ｈ 27  Ｈ 28  Ｈ 29  Ｈ 30

自然増減社会増減
福智町の人口推移


